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あつぎ愛に満ちあふれた
まちづくりの実現を目指して
厚木市長　山口　貴裕
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校
の
給
食
費
無
償
化
や
、
18
歳
ま
で
の
医

療
費
無
償
化
に
向
け
た
取
組
を
始
め
、「
福

祉
の
充
実
に
よ
る
住
み
や
す
い
ま
ち
」
の

実
現
に
向
け
て
は
、
高
齢
者
バ
ス
割
引
乗

車
券
や
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
助
成

額
を
大
幅
に
拡
充
。「
災
害
か
ら
命
と
暮

ら
し
を
守
り
抜
く
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け

て
は
、
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
の
機
能

を
強
化
す
る
た
め
、
全
て
の
市
立
小
・
中

学
校
の
体
育
館
に
冷
暖
房
設
備
を
令
和
8

年
度
に
は
完
了
す
る
な
ど
、
こ
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
あ
つ
ぎ
愛
を
育
み
、
誰
も
が

誇
り
を
感
じ
、
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た

い
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
、
全
国
、

全
世
界
か
ら
憧
れ
を
抱
か
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
本
市
に
限
ら

ず
、
団
塊
の
世
代
の
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
の
移
行
や
、
短
時
間
労
働
者
へ
の
社

会
保
険
適
用
拡
大
等
に
よ
る
被
保
険
者
の

減
少
な
ど
、
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
い
て

お
り
ま
す
が
、
持
続
可
能
な
制
度
運
営
に

向
け
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
の
保
険
料
水

準
の
統
一
や
更
な
る
医
療
費
適
正
化
を
目

指
し
、
新
運
営
方
針
に
基
づ
い
た
取
組
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を

基
本
と
す
る
仕
組
み
へ
の
円
滑
な
移
行
、

国
保
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
へ
の
対
応
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
保
健
事
業
に
お
い
て
は
、
国
保

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
K
D
B
）
を
活
用
し
、

健
康
課
題
を
的
確
に
捉
え
、
ナ
ッ
ジ
理
論

な
ど
を
取
り
入
れ
た
効
果
的
か
つ
効
率
的

令
和
7
年
2
月
1
日
、
厚
木
市
は
市
制

70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
厚
木
市
発
展
の

た
め
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
て
き
た
先

人
の
皆
様
に
感
謝
し
、
こ
の
10
年
に
1
度

の
節
目
に
、
本
市
の
魅
力
を
再
認
識
し
、

多
く
の
皆
様
に
「
あ
つ
ぎ
愛
」
を
深
め
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
厚
木
市
を
舞
台
に
し

た
映
画
「
キ
リ
コ
の
タ
ク
ト
〜
Y
E
L
L

〜
」
を
製
作
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
皆
様

の
心
に
残
る
様
々
な
記
念
事
業
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

厚
木
市
は
、
神
奈
川
県
の
中
央
に
位
置

し
、
丹
沢
・
大
山
の
大
自
然
に
囲
ま
れ
た

雄
大
な
景
色
や
温
泉
な
ど
魅
力
あ
ふ
れ
る

山
並
み
と
相
模
川
を
始
め
と
し
た
清
流
が

織
り
な
す
豊
か
な
自
然
環
境
を
有
す
る
と

と
も
に
、
東
名
高
速
道
路
や
圏
央
道
な
ど

の
5
つ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
立
地
す

る
交
通
の
要
衝
と
し
て
発
展
し
て
き
た
、

自
然
と
都
市
機
能
が
調
和
す
る
ま
ち
で
す
。

本
市
で
は
、「
子
育
て
・
教
育
で
選
ば

れ
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
小
・
中
学

な
特
定
健
診
の
受
診
勧
奨
、
オ
ン
ラ
イ
ン

を
活
用
し
た
特
定
保
健
指
導
の
ほ
か
、
厚

木
医
師
会
と
連
携
し
た
特
定
保
健
指
導
や

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
事
業
な
ど
、

受
診
率
の
向
上
や
予
防
医
療
を
推
進
し
、

市
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
国
民
皆
保
険
の
要
と
し
て

地
域
住
民
の
健
康
の
維
持
増
進
に
貢
献
す

る
た
め
、
よ
り
堅
実
か
つ
柔
軟
な
事
業
運

営
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
は
、
超
高
齢
社
会
の
進

展
に
伴
い
、
要
介
護
認
定
率
や
ひ
と
り
当

た
り
の
介
護
給
付
費
は
急
増
し
て
お
り
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
も
更
に
増
加
・
多

様
化
が
見
込
ま
れ
て
い
る
中
で
、
地
域
で

暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、
全
て
の
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
介
護
予
防
・
健
康
づ
く

り
の
推
進
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

第
9
期
厚
木
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
、
高
齢
者

の
心
身
の
多
様
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

医
療
・
介
護
体
制
の
更
な
る
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
高
齢
者
の
特
性
を
踏
ま
え
た

介
護
予
防
事
業
や
保
健
事
業
を
一
体
的
に

進
め
る
な
ど
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
本
市
が
描
く
将
来
像
で
あ
り
ま

す
「
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
期
ま
で
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
地
域
包
括
ケ
ア
社
会
」
の

実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

あ
つ
ぎ
愛
に
満
ち
あ
ふ
れ
た

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
て

厚木市長

山口　貴裕
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01　かながわTOP紹介
　　　厚木市長　山口　貴裕

03　保険者紹介コーナー
　　　神奈川県薬剤師国民健康保険組合
　　　「�薬業に従事する組合員等被保険者の

健康保持増進のための職域国保」

07　健康わがまち
　　　横須賀市
　　　「�『誰も一人にさせないまち』を
　　　��目指して」

09　日本大通り発
　　　神奈川県健康医療局保健医療部
　　　健康増進課
　　　「�未病改善 オーラルフレイルを改善し、

お口の「健口」を！」

11　こくほ随想
　　　「良書との出会い『活眼活学』」
　　　　江利川　毅

13　国保連ズームUP！
　　　令和6年度 保険者人事交流の報告

15　国保連発信

19　国保直診だより

21　こころとからだ ～健康のはなし～
　　　「�ナッジを効果的に使うためのポイント

（バイアスとフレームワーク）」
　　　　水野　篤

23　国保連日記帳

27　今後の予定／伝言板／編集後記

■表紙の説明　　　「横浜市電保存館」
　”ちんちん電車”の愛称で親しまれ、横浜市民の足として活躍
した「横浜市電」。館内には、実際に乗車できる7両の市電車両
を展示しています。歴史展示コーナーでは「横浜の発展と都市
交通のあゆみ」をテーマに横浜の歴史が学べます。また横浜の
街を表現したジオラマ模型の中を電車やバスが走り、映像や照明、
音響を駆使した運転ショーが楽しめる「ハマジオラマ」や運転
体験ができる「市電シミュレーター」なども楽しめます。

【問合せ】横浜市磯子区滝頭3-1-53　　TEL：045-754-8505
https://www.shiden.yokohama/
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根岸森林公園

神奈川県薬剤師
国民健康保険組合
薬業に従事する組合員等被保険者の

健康保持増進のための職域国保
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【
沿
革
】

神
奈
川
県
薬
剤
師
国
民
健
康
保
険
組
合

は
、
神
奈
川
県
薬
剤
師
会
を
母
体
団
体
と

し
て
、
薬
業
に
携
わ
る
同
種
同
業
者
の
相

互
共
済
の
精
神
に
基
づ
き
、
国
民
健
康
保

険
法
の
規
定
に
よ
り
昭
和
36
年
2
月
1
日

に
設
立
し
た
公
法
人
で
す
。
以
来
、
60
年

以
上
に
わ
た
り
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
一

翼
を
担
う
医
療
保
険
者
と
し
て
、
薬
局
・

医
薬
品
販
売
業
に
従
事
し
て
い
る
被
保
険

者
の
医
療
給
付
を
は
じ
め
健
康
保
持
増
進

に
努
め
て
き
ま
し
た
。
設
立
当
初
は
、
神

奈
川
県
内
の
被
保
険
者
2
6
6
5
人
か

ら
ス
タ
ー
ト
、
順
次
、
被
保
険
者
の
地
区

を
東
京
都
の
他
、
近
隣
の
4
県
に
拡
大
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
組
合
を
取
り
巻

く
状
況
は
、
健
康
保
険
の
適
用
拡
大
、
定

率
国
庫
補
助
の
削
減
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
等
の
義
務
的
経
費
の
増
加
、
補
助
率
の

低
い
組
合
特
定
被
保
険
者
の
増
加
等
に
よ

り
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
役
員
及
び
組
合
会
議
員
の
定
年
制
、

自
家
調
剤
制
限
規
程
の
制
定
、
公
認
会
計

士
に
よ
る
外
部
監
査
を
導
入
す
る
な
ど
健

全
な
運
営
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

【
組
織
】

国
民
健
康
保
険
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

組
合
会
、
理
事
会
及
び
監
事
会
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
組
合
会
は
規
約
の
改
正
、
歳

入
歳
出
予
算
・
決
算
の
議
決
、
重
要
財
産

の
処
分
及
び
そ
の
他
規
約
に
定
め
る
重
要

事
項
を
議
決
す
る
機
関
で
、
定
数
は
30
人

で
す
。
理
事
会
は
、
組
合
会
の
招
集
、
組

合
会
に
提
出
す
る
議
案
、
組
合
運
営
の
具

体
的
方
針
の
決
定
並
び
に
規
約
に
定
め
る

事
項
を
決
定
し
執
行
す
る
機
関
で
、
定
数

は
9
人
で
す
。
監
事
会
は
、
組
合
の
業
務
、

財
政
及
び
事
業
運
営
全
般
に
つ
い
て
監
査

す
る
機
関
で
監
事
2
人
で
す
。
ま
た
、
組

合
の
会
計
事
務
及
び
財
産
の
運
用
状
況
に

つ
い
て
公
認
会
計
士
が
監
査
す
る
会
計
監

査
会
を
決
算
監
査
を
含
め
年
2
回
開
催
し

て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
、
次
の
委
員
会
を

設
置
し
、
健
全
な
財
政
運
営
、
事
業
の
充

実
並
び
に
個
人
情
報
等
の
事
故
防
止
に
努

め
て
い
ま
す
。
国
保
問
題
特
別
検
討
委
員

会
は
、
理
事
長
の
諮
問
に
基
づ
き
、
組
合

の
財
政
運
営
や
事
業
運
営
等
組
合
の
根
幹

に
か
か
わ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
審
議
す
る

委
員
会
で
す
。
保
健
事
業
実
行
委
員
会
は
、

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
、
保
健
指
導

書
の
発
行
、
各
種
健
診
補
助
事
業
等
、
被

理事会

保
険
者
の
健
康
保
持
増
進
の
た
め
の
事
業

に
つ
い
て
審
議
す
る
委
員
会
で
す
。
情
報

シ
ス
テ
ム
及
び
個
人
情
報
等
管
理
適
正
委

員
会
は
、
組
合
の
組
合
員
管
理
シ
ス
テ
ム

や
事
務
処
理
に
お
け
る
特
定
個
人
情
報
及

び
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て
審
議
す
る

委
員
会
で
す
。

【
組
合
員
等
被
保
険
者
】

被
保
険
者
は
、
原
則
、
5
人
未
満
の
個

人
事
業
所
以
外
、
国
保
組
合
に
加
入
で
き

な
い
こ
と
や
薬
局
の
譲
渡
や
廃
業
に
よ
り

平
成
26
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
ま

す
。
令
和
6
年
12
月
末
時
点
で
は
、
平
成

26
年
度
末
か
ら
第
1
種
組
合
員（
※
1
）

は
35
・
6
％
、
1
6
3
人
減
少
し
2
9

5
人
、
第
2
種
組
合
員（
※
2
）
は
31
・

6
％
、
4
7
6
人
減
少
し
1
0
3
2
人
、

組織図
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第
3
種
組
合
員
（
※
3
）
は
27
・
9
％
、

2
4
9
人
減
少
し
6
4
2
人
、
家
族
は

39
・
8
％
、6
2
0
人
減
少
し
9
3
6
人
、

全
体
で
は
34
・
2
％
、
1
5
0
8
人
減

少
し
2
9
0
5
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

直
近
5
年
間
で
は
年
4
％
程
度
減
少
し
て

い
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
減
少
対
策
は
最

重
要
課
題
の
一
つ
で
す
。（
※
1
）
事
業

主（
※
2
）
勤
務
薬
剤
師（
※
3
）
非
薬
剤

師
従
業
員

一
方
で
、
健
康
保
険
の
適
用
除
外
の
承

認
を
受
け
て
加
入
し
た
組
合
特
定
被
保
険

者
の
割
合
が
増
加
、
令
和
6
年
12
月
末
時

点
の
加
入
率
は
80
・
6
％
に
達
し
、
全
国

で
も
加
入
率
の
高
い
国
保
組
合
の
一
つ
で

す
。
組
合
特
定
被
保
険
者
の
補
助
率
は
、

一
般
被
保
険
者
に
比
べ
低
く
抑
え
ら
れ
て

い
る
た
め
、
財
政
負
担
が
増
加
す
る
要
因

の
一
つ
で
す
。

【
財
政
状
況
】

  

平
成
27
年
度
の
保
険
料
改
定
後
、
被
保

険
者
1
人
当
り
の
医
療
費
が
減
少
し
、
そ

の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
受
診
控
え
も
あ
り
6
年
続
け
て
黒
字

を
計
上
し
ま
し
た
が
、
令
和
3
年
度
、
4

年
度
、
5
年
度
と
3
年
続
け
て
赤
字
を
計

上
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
少
子
高
齢
化
を

背
景
に
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な

る
令
和
6
年
度
以
降
は
後
期
高
齢
者
支
援

金
や
介
護
納
付
金
の
財
政
負
担
が
一
層
増

加
す
る
も
の
と
推
計
さ
れ
る
た
め
、
医
療

保
険
者
と
し
て
組
合
員
等
被
保
険
者
の
負

託
に
応
え
財
政
の
健
全
化
と
安
定
し
た
事

業
運
営
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
策
定
し

た
中
期
経
営
計
画
に
基
づ
き
、
令
和
6
年

事務室

4
月
分
か
ら
保
険
料
を
改
定
し
ま
し
た
。

今
回
の
改
定
は
、
現
行
の
賦
課
方
式
を
踏

襲
し
定
額
と
し
ま
し
た
が
、
事
業
主
組
合

員
の
場
合
、
非
課
税
の
組
合
員
か
ら
課
税

標
準
額
が
1
0
0
0
万
円
を
超
え
る
組
合

員
ま
で
広
範
囲
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
組
合

員
の
所
得
実
態
に
応
じ
た
組
合
独
自
の
応

能
割
の
導
入
に
向
け
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

【
医
療
費
適
正
化
】

医
科
等
の
レ
セ
プ
ト
は
国
保
連
合
会
に

二
次
点
検
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
柔
道
整

復
施
術
療
養
費
に
つ
い
て
は
、
縦
覧
点
検

で
長
期
・
頻
回
等
の
調
査
が
必
要
と
思
わ

れ
る
施
術
機
関
に
対
し
、
専
門
の
点
検
機

関
に
委
託
し
受
療
内
容
の
詳
細
な
確
認
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
受
診
者
に
対

し
て
は
確
認
照
会
や
啓
発
文
書
を
送
付
す

る
な
ど
医
療
費
の
適
正
化
に
努
め
て
い
ま

す
。
医
療
費
通
知
に
つ
い
て
は
、
被
保
険

者
に
医
療
費
の
実
態
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
、
医
療
費
の
適
正
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
通

知
内
容
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
令
和

3
年
度
か
ら
1
年
分
の
医
療
費
を
2
月
と

3
月
の
2
回
に
分
け
て
通
知
す
る
方
法
に

切
り
替
え
、
医
療
費
控
除
の
確
定
申
告
に

も
対
応
す
る
な
ど
被
保
険
者
の
利
便
性
の

向
上
に
も
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
多
く
が
薬
剤
師
と
い
う
こ
と

で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
促
進

に
対
す
る
広
報
等
は
控
え
て
き
ま
し
た
が
、

増
加
す
る
医
療
費
へ
の
対
応
、
国
や
他
の

医
療
保
険
者
の
施
策
等
を
踏
ま
え
、
平
成

27
年
度
か
ら
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用

促
進
の
広
報
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
平
成

根岸競馬場「馬見所」跡
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根岸森林公園

28
年
度
か
ら
は
年
1
回
、
先
発
医
薬
品
を

使
用
し
て
い
る
被
保
険
者
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
と
2
0
0
円
以
上
差
が
あ
る

場
合
に
通
知
し
て
い
ま
す
。
令
和
6
年
3

月
診
療
分
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使

用
割
合
は
81
・
8
％
で
す
。
ま
た
、
平
成

10
年
10
月
に
自
家
調
剤
制
限
規
程
を
制
定
、

平
成
27
年
1
月
調
剤
分
か
ら
制
限
事
項
を

大
幅
に
拡
充
し
、
点
数
表
の
改
定
時
に
は

必
要
に
応
じ
て
内
容
を
見
直
し
て
い
ま
す
。

制
限
事
項
に
つ
い
て
は
、
国
保
連
合
会
と

調
整
し
、
減
額
査
定
し
て
い
ま
す
。

【
保
健
事
業
】

健
康
診
断
に
対
す
る
補
助
は
、人
間
ド
ッ

ク
と
脳
ド
ッ
ク
を
30
歳
以
上
の
被
保
険
者

に
、
婦
人
科
系
検
査
は
20
歳
以
上
の
被
保

険
者
を
対
象
に
そ
れ
ぞ
れ
補
助
し
て
い
ま

す
。
補
助
額
も
30
歳
以
上
は
2
万
円
、
40

歳
以
上
は
3
万
円
、
婦
人
科
系
検
診
5
千

円
な
ど
、
他
の
国
保
組
合
や
協
会
け
ん
ぽ

に
比
べ
充
実
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、
6
月

上
旬
に
受
診
券
と
併
せ
て
個
別
契
約
健
診

機
関
の
情
報
を
掲
載
し
た
冊
子
を
各
被
保

険
者
宛
て
に
送
付
す
る
と
と
も
に
機
関
誌

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
受
診
勧
奨
に
努

め
て
い
ま
す
。
年
度
途
中
に
加
入
し
た
被

保
険
者
に
つ
い
て
は
、
受
診
券
の
発
行
準

備
が
整
い
次
第
、
そ
の
都
度
送
付
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
集
合
契
約
と
は
別
に
個
別

契
約
健
診
機
関
を
年
々
拡
充
し
、
被
保
険

者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
受
診
率
の
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。
令
和
6
年
度
の
個

別
契
約
健
診
機
関
は
58
機
関
で
す
。
平
成

30
年
度
か
ら
令
和
5
年
度
ま
で
の
第
三
期

特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
を
策
定
、
令

和
5
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
の
目
標
値

を
48
％
と
し
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
人
間
ド
ッ
ク
や
一
般
健
康
診
断
を

含
め
た
令
和
5
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率

は
42
・
5
％
で
す
。

ま
た
、
市
民
マ
ラ
ソ
ン
参
加
費
の
補
助

や
健
康
ウ
ォ
ー
ク
な
ど
、
被
保
険
者
の
健

康
維
持
増
進
を
目
的
と
し
た
事
業
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
か
ら
は
、
組
合
員
を
対
象

に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
対
す
る

補
助
も
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
予
防

接
種
の
補
助
を
ど
う
す
る
か
、
費
用
対
効

果
を
含
め
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
】

令
和
3
年
10
月
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
等
シ
ス
テ
ム
の
本
格
運
用
開
始
以
後
、

組
合
員
等
被
保
険
者
向
け
に
マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
用
促
進
に
向
け
た
広
報
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
国
の
工
程
表
に
沿
っ
て
基

幹
シ
ス
テ
ム
の
改
修
等
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
昨
年
の
10
月
に
は
加
入
者
情
報
の
お

知
ら
せ
を
特
定
記
録
郵
便
で
組
合
員
宛
て

に
送
付
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で

に
行
っ
て
き
た
業
務
に
つ
い
て
は
、
目
視

確
認
の
た
め
の
加
入
者
情
報
の
お
知
ら
せ

の
送
付
な
ど
、
国
が
掲
げ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
の
主
旨
と
は
異
な

り
、
医
療
保
険
者
に
と
っ
て
は
こ
れ
ま
で

以
上
に
ア
ナ
ロ
グ
的
な
要
素
が
多
く
違
和

感
を
覚
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●神奈川県薬剤師国民健康保険組合

　ホームページアドレス：
　　http://www.kykokuho.or.jp
　TEL：045-761-3245
　FAX：045-752-6244
　E-mail：kykokuho@mail.kpa.or.jp

国保組合
の
連絡先
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歴
史
あ
る
、
自
然
豊
か
な

ま
ち
横
須
賀

横
須
賀
市
は
、
神
奈
川
県
の
南
東
、
三

浦
半
島
の
中
央
部
に
位
置
し
、
東
に
東
京

湾
、
西
に
相
模
湾
を
臨
み
、
三
方
を
海
に

囲
ま
れ
た
温
暖
な
気
候
と
、
豊
か
な
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
た
都
市
で
す
。
四
季
折
々

の
海
の
幸
、
彩
り
豊
か
な
「
よ
こ
す
か
野

菜
」
も
好
評
で
す
。

ま
た
ぺ
リ
ー
来
航
や
日
本
初
の
造
船
所

で
あ
る
横
須
賀
製
鉄
所
の
建
設
な
ど
、
日

本
近
代
化
の
礎
と
な
っ
た
都
市
で
も
あ
り
、

数
多
く
残
る
近
代
化
遺
産
は
、
往
時
の
横

須
賀
の
躍
動
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

市
域
は
面
積
1
0
0
・
81
㎢
で
、
中

核
市
に
指
定
さ
れ
、
令
和
6
年
10
月
1
日

現
在
、
38
万
3
1
3
人
、
高
齢
化
率
は

32
・
7
％
。
国
保
加
入
者
は
令
和
6
年
12

月
末
時
点
で
7
万
2
3
7
6
人
で
、
加

入
率
は
19
・
56
％
で
す
。

特
定
健
診
受
診
率
の
向
上
を

目
指
し
て

健
康
管
理
支
援
課
で
は
、
特
定
健
診
受

診
率
向
上
対
策
事
業
と
し
て
、
平
成
25
年

度
よ
り
、
通
知
に
よ
る
受
診
勧
奨
を
開
始

し
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
か
ら
は
、
電
話

「誰も一人に
させないまち」
を目指して

「横須賀市」
健康管理支援課　保健師

高橋　敦子
健康増進課　保健師

丹野　泰角

立石海岸

記念艦三笠と東郷平八郎
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勧
奨
を
外
部
に
委
託
し
、
よ
り
多
く
の
方

に
勧
奨
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
通
知
物
に
つ
い
て
は
、
年
齢
や
健
診
受

診
歴
と
い
っ
た
勧
奨
対
象
者
の
特
性
に
合

わ
せ
た
内
容
の
も
の
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

令
和
4
年
度
よ
り
、
S
M
S
に
よ
る
受

診
勧
奨
を
開
始
し
、
若
年
層
へ
の
勧
奨
を

強
化
し
て
い
ま
す
。
令
和
6
年
度
は
、
対

象
者
を
拡
大
し
た
ほ
か
、
一
部
の
対
象
者

に
は
電
話
に
よ
る
勧
奨
を
2
回
実
施
し
ま

し
た
。

特
定
健
診
全
対
象
者
に
送
付
す
る
ご
案

内
に
つ
い
て
、
令
和
6
年
度
は
冊
子
に
変

更
し
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
内
容
と
な
る

よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
新
規
国
保
加
入
者
に
対
し
て
、

加
入
手
続
き
時
に
特
定
健
診
周
知
案
内
を

配
布
し
、
加
入
す
る
健
康
保
険
が
変
わ
っ

て
も
健
康
診
断
を
受
診
す
る
よ
う
広
く
周

知
し
て
い
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
終
了
率
の

向
上
へ
の
取
組

当
市
の
特
定
保
健
指
導
終
了
率
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に

よ
り
下
降
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
令
和
3

年
6
月
よ
り
、
I
C
T
を
利
用
し
た
特

定
保
健
指
導
︵
I
C
T
機
器
を
用
い
て

初
回
面
接
を
行
う
、
委
託
事
業
︶
を
開
始

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
医
療
機
関
等

に
直
接
出
向
く
こ
と
な
く
特
定
保
健
指
導

を
受
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
令
和
4
年
4
月
か
ら
、
利
用
勧
奨
を

行
う
委
託
事
業
者
と
I
C
T
に
よ
る
特

定
保
健
指
導
を
行
う
委
託
事
業
者
を
同
一

と
し
、
利
用
勧
奨
か
ら
I
C
T
の
特
定

保
健
指
導
に
つ
な
げ
る
体
制
に
変
更
し
ま

し
た
。
ま
た
、
特
定
保
健
指
導
の
利
用
券

を
発
送
し
た
同
月
に
利
用
勧
奨
の
電
話
を

行
い
、
2
か
月
後
の
利
用
期
間
最
終
月
に

再
勧
奨
通
知
を
発
送
す
る
こ
と
で
、
タ
イ

ム
リ
ー
な
案
内
が
出
来
る
よ
う
に
工
夫
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
仕
組
み
が
功
を
奏
し
、

特
定
保
健
指
導
の
終
了
率
は
令
和
2
年
度

9
％
ま
で
下
降
し
ま
し
た
が
、
令
和
5
年

度
は
13
・
4
%
ま
で
回
復
し
ま
し
た
。

健
康
増
進
課
で
の
保
健
事
業

健
康
増
進
課
は
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
、

歯
科
衛
生
士
、
理
学
療
法
士
等
の
専
門
職

と
事
務
職
で
構
成
さ
れ
、
市
民
の
健
康
増

進
を
目
的
に
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、国
保
特
定
健
診
デ
ー

タ
を
用
い
た
重
症
化
予
防
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

受
診
勧
奨
判
定
を
超
え
て
い
る
者
へ
の

受
診
勧
奨
事
業
は
血
圧
、
血
糖
、
脂
質
の

検
査
値
が
高
く
医
療
機
関
へ
の
受
診
が
確

認
で
き
な
い
方
へ
通
知
、
電
話
、
訪
問
に

よ
る
受
診
勧
奨
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
事
業
で
は
、

糖
尿
病
性
腎
症
が
進
行
す
る
リ
ス
ク
の
高

い
患
者
に
対
し
、
民
間
事
業
者
へ
の
委
託

に
て
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
糖
尿
病
治
療
中
断
者
へ
の

受
診
勧
奨
や
肥
満
の
方
へ
行
動
変
容
や
運

動
習
慣
継
続
を
促
す
通
知
を
送
付
す
る
健

康
推
進
事
業
通
知
︵
肥
満
対
策
︶
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

今
後
に
向
け
て

こ
れ
ま
で
の
取
組
に
よ
り
、
特
定
保
健

指
導
終
了
率
は
上
昇
し
ま
し
た
が
、
依
然

特
定
健
診
の
受
診
率
は
横
ば
い
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
第
3
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

に
お
い
て
も
特
定
健
診
の
受
診
率
及
び
特

定
保
健
指
導
実
施
率
を
重
点
的
な
目
標
と

し
て
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

今
後
特
定
健
診
の
受
診
勧
奨
に
お
い
て

は
、
対
象
者
の
よ
り
詳
細
な
分
析
を
行
い
、

効
果
的
な
受
診
勧
奨
を
行
う
予
定
で
す
。

特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て
は
今
後
、
初
回

面
接
の
分
割
実
施
を
行
う
等
の
検
討
を
行

い
、更
な
る
向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

特
定
健
診
後
の
フ
ォ
ロ
ー
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
庁
内
で
連
携
を
図
り
、
切
れ
目

な
く
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

横須賀市健康診査・がん検診のご案内冊子

健診センター
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未
病
改
善
と
は

本
県
は
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
の
な
い
超

高
齢
社
会
を
迎
え
て
お
り
、
ま
た
、
今
後

も
更
な
る
高
齢
化
の
進
展
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

誰
も
が
元
気
に
生
き
生
き
と
く
ら
せ
る

持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

全
て
の
県
民
が
「
未
病
（
Ｍ
Ｅ
-
Ｂ
Ｙ
Ｏ
）」

を
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
、「
食
」「
運

動
」「
社
会
参
加
」の
3
つ
を
柱
と
す
る「
未

病
改
善
」
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

未
病
と
は
、
私
た
ち
の
心
身
の
状
態
は
、

「
健
康
」
か
「
病
気
」
か
の
2
つ
に
分
け

ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
日
々
「
健
康
」
と

「
病
気
」
の
間
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て

お
り
、
こ
の
よ
う
な
変
化
の
過
程
の
こ
と

を
言
い
ま
す
。「
病
気
」
に
な
ら
な
い
た

め
に
は
、
特
定
の
疾
患
の
予
防
に
と
ど
ま

ら
ず
、
日
ご
ろ
か
ら
心
身
を
よ
り
健
康
な

状
態
に
近
づ
け
る
「
未
病
改
善
」
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
歯
科
の
分
野
で

言
え
ば
、
適
切
に
歯
を
み
が
い
た
り
、
よ

く
噛
ん
で
食
べ
る
の
を
心
が
け
る
こ
と
も
、

未
病
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

県
で
は
、
未
病
改
善
の
取
組
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

未
病
改
善

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
改
善
し
、
お
口
の「
健
口
」を
！

神
奈
川
県
健
康
医
療
局
保
健
医
療
部
健
康
増
進
課

健　康 病　気

健 康　　　末 病　　　病 気

明確に区別できるものではない

健康と病気の間を連続的に変化する状態が「未病」

⬅未病改善

運動
　・身体活動
　・ロコモ
　・睡眠

社会
参加
・交流

食
　・栄養
　 ・オーラル
　　フレイル

未病改善

3つの
取組
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オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
は

高
齢
期
に
な
り
、
心
身
の
機
能
や
活
力

が
衰
え
、
虚
弱
に
な
っ
た
状
態
を
「
フ
レ

イ
ル
」
と
呼
び
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
は
、
健

康
と
要
介
護
状
態
の
中
間
の
状
態
で
、
要

介
護
に
な
る
危
険
性
が
高
ま
る
だ
け
で
な

く
、
健
康
寿
命
を
達
成
で
き
る
割
合
が
低

く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」
は
、
口
の
機

能
の
健
常
な
状
態
、い
わ
ゆ
る「
健
口
」と
、

「
口
の
機
能
低
下
」
と
の
間
に
あ
る
状
態

で
す
。
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
に
よ
り
、
歯

の
喪
失
や
食
べ
る
こ
と
、
話
す
こ
と
に
代

表
さ
れ
る
、
口
腔
機
能
の
様
々
な
「
軽
微

な
衰
え
」
が
重
複
し
、
口
の
機
能
低
下
の

危
険
性
が
増
加
し
ま
す
。
オ
ー
ラ
ル
フ
レ

イ
ル
自
体
は
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

お
口
の
機
能
が
さ
ら
に
低
下
す
る
と
、「
口

腔
機
能
低
下
症
」
と
し
て
、
治
療
の
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
改
善

す
る
た
め
に
は

「
健
口
」
の
状
態
を
維
持
す
る
に
は
、

口
の
ま
わ
り
の
軽
微
な
衰
え
に
よ
っ
て
お

こ
る
、
お
口
の
さ
さ
い
な
ト
ラ
ブ
ル
を
見

逃
さ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。早
期
に
オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
兆
候
を
評
価
し
て
適
切

に
対
策
す
る
こ
と
で
、
機
能
低
下
を
緩
や

か
に
し
、
改
善
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
改
善
す
る
た
め

の
方
法
に
は
、
舌
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
具
を

舌
で
押
し
つ
ぶ
す
「
舌
圧
訓
練
」、
発
音

訓
練
を
す
る
こ
と
で
舌
な
ど
の
筋
肉
の
衰

え
を
改
善
さ
せ
て
口
の
機
能
訓
練
や
誤
嚥

を
防
ぐ
「
無
意
味
音
音
節
連
鎖
訓
練
」、

ガ
ム
を
噛
ん
で
噛
む
た
め
に
必
要
な
筋
肉

を
鍛
え
る
「
咀
嚼
訓
練
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
自
宅
で
手
軽
に
で
き
る
「
か
な
が
わ
・

お
口
の
健
口
体
操
『
グ
ー
・
パ
ー
・
ぐ
る

ぐ
る
・
ご
っ
く
ん
・
べ
ー
』」
を
毎
日
続

け
る
こ
と
で
も
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の

改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
改
善
の

た
め
の
本
県
の
取
組

県
で
は
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
対
策
を

は
じ
め
と
す
る
歯
及
び
口
腔
の
健
康
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
口
腔
機
能
向
上
等

の
普
及
啓
発
活
動
等
、
歯
及
び
口
腔
の
健

康
づ
く
り
を
自
主
的
に
実
施
す
る
「
オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
健
口
推
進
員
」
が
活
躍
し

て
い
ま
す
。
市
町
村
か
ら
推
薦
さ
れ
た
方

に
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
含
む
、
全
身

の
健
康
と
歯
や
口
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い

て
理
解
す
る
た
め
の
研
修
を
開
催
し
、

「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
健
口
推
進
員
」
を

養
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
約
千
八

百
人
の
推
進
員
を
養
成
し
、
県
内
各
地
で
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
お
口
の
健
康
体
操
や

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
対
策
等
を
普
及
啓
発

し
て
い
ま
す
。

県
は
、
今
後
も
こ
う
し
た
取
組
を
進
め
、

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
対
策
を
始
め
と
し
た

未
病
改
善
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

出典：オーラルフレイルに関する3学会合同ステートメント
（令和6年4月1日（一社）日本老年医学会、（一社）日本老年歯科医学会、（一社）日本サルコペニア・フレイル学会）
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私
が
内
閣
参
事
官
と
し
て
総
理
官
邸

に
勤
務
し
て
い
た
40
歳
頃
の
話
で
あ
る
。

中
曽
根
総
理
、
後
藤
田
官
房
長
官
の
下

で
、
国
鉄
民
営
化
や
売
上
税
（
後
に
、

竹
下
内
閣
が
消
費
税
と
し
て
実
現
）
導

入
が
政
治
課
題
に
な
っ
て
い
て
、
緊
張

感
の
あ
る
毎
日
を
送
っ
て
い
た
。
立
派

な
政
治
家
の
側
で
仕
事
を
し
な
が
ら
、

自
分
も
も
っ
と
成
長
し
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
た
。

そ
の
頃
、
題
名
に
惹
か
れ
手
に
し
た

本
が
、『
活
眼
活
学
』（
安
岡
正
篤
著
）

で
あ
る
。
そ
の
時
は
知
ら
な
か
っ
た
が
、

安
岡
正
篤
先
生
は
哲
学
者
・
思
想
家
で
、

特
に
東
洋
哲
学
に
造
詣
の
深
い
人
で
あ
る
。

「
肉
眼
と
心
眼
」
と
い
う
考
え
方

『
活
眼
活
学
』
は
中
国
の
古
典
で
培

わ
れ
た
安
岡
正
篤
先
生
の
考
え
が
書
か

れ
て
い
る
本
で
、
肉
眼
と
心
眼
の
説
明

か
ら
始
ま
る
。
要
約
す
る
と
、「
単
な

る
肉
眼
で
は
目
先
し
か
見
え
ま
せ
ん
。

（
肉
眼
を
超
え
た
心
眼
で
、）
我
々
は
、

外
と
同
時
に
内
を
見
、
現
在
と
同
時
に

過
去
も
未
来
も
見
、
現
象
の
奥
に
本
体

を
見
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
そ
の

た
め
に
は
、）
変
化
に
富
ん
だ
良
い
交

友
を
豊
か
に
持
つ
と
い
う
心
掛
け
が
、

第
一
に
必
要
で
あ
り
ま
す
。
次
に
大
切

な
こ
と
は
良
い
書
を
読
む
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
文
明
が
進
歩
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

我
々
は
心
眼
を
開
い
て
、
我
々
の
生
活
、

自
己
と
い
う
も
の
、
我
々
の
内
面
的
自

我
と
い
う
も
の
を
、
も
っ
と
健
全
に
し

な
が
ら
、
そ
の
上
に
本
当
に
理
性
的
な
、

道
徳
的
な
、
堅
実
な
社
会
生
活
、
集
団

生
活
、
組
織
を
持
つ
よ
う
に
せ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
」

私
は
、
心
眼
と
い
う
意
識
を
持
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
真
正
面
か

ら
説
い
て
い
る
こ
と
が
新
鮮
で
、
考
え

方
や
生
き
方
に
新
し
い
視
点
を
い
た
だ

い
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

知
識
・
見
識
・
胆
識
の
違
い

続
い
て
、
知
識
・
見
識
・
胆
識
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
る
。
以
下
、
要
約
引

用
で
あ
る
。「
知
識
な
ん
て
、
そ
の
も

の
自
体
で
は
力
に
な
り
ま
せ
ん
。
知
識

と
い
う
も
の
は
、
薄
っ
ぺ
ら
な
大
脳
皮

質
の
作
用
だ
け
で
得
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
事
に
当
た
っ
て
こ
れ
を
解
決
し
よ
う

と
い
う
時
に
、
こ
う
し
よ
う
、
こ
う
で

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
判
断
は
、
人

格
、
体
験
、
あ
る
い
は
そ
こ
か
ら
得
た

悟
り
等
が
内
容
と
し
て
出
て
参
り
ま
す
。

こ
れ
が
見
識
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
実

良
書
と
の
出
会
い
『
活
眼
活
学
』

公
益
財
団
法
人
医
療
科
学
研
究
所
相
談
役

江
利
川

毅



神奈川のこくほ・かいご·2025 春12

行
す
る
た
め
に
は
、
い
ろ
い
ろ
の
反
対
、

妨
害
を
断
々
乎
と
し
て
排
し
実
行
す
る

知
識
・
見
識
を
胆
識
と
申
し
ま
す
。
胆

識
が
あ
り
、
節
操
の
あ
る
人
物
が
出
て

こ
な
け
れ
ば
、
現
在
の
難
局
は
救
わ
れ

ま
せ
ん
」

私
は
、
現
在
の
難
局
に
対
応
す
べ
き

政
治
家
や
行
政
官
は
胆
識
を
持
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
、人
の
あ
り
方
・

国
家
公
務
員
の
あ
り
方
に
つ
い
て
深
く

考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

『
活
眼
活
学
』
を
読
む
ま
で
は
、
中

国
の
古
典
な
ど
は
敬
遠
し
て
き
た
が
、

長
い
歴
史
を
経
て
読
み
継
が
れ
る
古
典

に
は
、
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
深
く
蔵
さ
れ

て
い
る
。明
治
維
新
で
活
躍
さ
れ
た
方
々

の
多
く
は
中
国
古
典
を
勉
強
し
て
い
る

し
、
経
済
界
の
重
鎮
も
そ
の
よ
う
な
古

典
を
数
多
く
読
ん
で
、
自
分
の
心
の
糧

に
し
て
い
る
。
心
あ
る
政
治
家
も
同
様

で
あ
る
。
行
政
に
携
わ
る
公
務
員
も
そ

う
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

日
に
新
た
に
、
日
々
に
新
た
な
り

私
は
安
岡
正
篤
先
生
の
著
書
を
か
な

り
読
ん
だ
が
、
関
心
を
持
た
れ
た
方
は
、

表
題
を
見
て
心
引
か
れ
る
も
の
が
あ
れ

ば
、
是
非
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
。
そ
の
他
、
西
郷
隆
盛
の
言
葉
を
ま

と
め
た
『
南
洲
翁
遺
訓
』、
吉
田
松
陰

の
言
葉
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
も

の
も
お
薦
め
で
あ
る
。

後
藤
田
正
治
・
元
官
房
長
官
は
、
若

い
こ
ろ
『
三
事
忠
告
』（
中
国
元
朝
の

名
臣
、
張
養
浩
）
を
読
ん
だ
と
い
う
。

安
岡
正
篤
先
生
が
『
為
政
三
部
書
』
と

い
う
題
名
で
全
訳
さ
れ
て
い
る
。

土
光
敏
夫
・
元
経
団
連
会
長
も
中
国

古
典
に
学
ん
で
い
る
。
四
書
五
経
の
一

つ
『
大
学
』
に
出
て
く
る
「
日
に
新
た

に
、
日
々
に
新
た
な
り
」
と
い
う
言
葉

を
座
右
の
銘
に
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る

（『
清
貧
と
復
興
︱
土
光
敏
夫
の
1
0
0

の
言
葉
』
出
町
謙
著
）。
東
芝
の
社
長

に
な
っ
て
、
事
業
が
軌
道
に
乗
っ
て
き

た
と
き
に
、
部
下
か
ら
新
し
い
社
訓
が

必
要
と
い
う
声
が
上
が
っ
た
。
土
光
社

長
は
「
変
化
の
激
し
い
時
代
に
、
固
定

し
た
社
訓
を
作
る
の
は
、
新
し
い
考
え

方
を
阻
む
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
」
と

拒
否
し
た
そ
う
で
あ
る
。
読
み
継
が
れ

て
い
る
名
著
は
、人
と
し
て
の
あ
り
方
・

生
き
方
を
教
え
て
く
れ
る
。
A
I
の

時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
大
事
に
し
た
い
と

思
う
の
で
あ
る
。

記
事
提
供

社
会
保
険
出
版
社

■学　歴
1970年 4 月　東京大学法学部卒業
■職　歴
1970年 4 月　厚生省入省
1982年 4 月　厚生省大臣官房総務課長補佐
1985年 8 月　内閣官房内閣参事官
1988年 6 月　厚生省年金局資金運用課長
1990年 6 月　厚生省年金局年金課長
1991年 7 月　厚生省薬務局経済課長
1993年 6 月　厚生省保険局企画課長
1994年 9 月　厚生省大臣官房政策課長
1996年 7 月　厚生省大臣官房審議官（年金担当）
1996年12月　厚生省大臣官房審議官（老人保健福祉担当）
　　　　　　 高齢者介護対策本部事務局長
1998年 1 月　内閣官房首席内閣参事官
2001年 1 月　内閣府大臣官房長
2004年 7 月　内閣府事務次官（2006年 7 月退官）
2007年 4 月　日興フィナンシャル・インテリジェンス顧問（ 7 月、理事長）
2007年 8 月　厚生労働事務次官（2009年 7 月退官）
2009年10月　埼玉医科大学特任教授
2009年11月　人事院総裁（2012年 4 月任期満了退官）
2012年 5 月　公益財団法人　医療科学研究所　理事長（2024年 5 月退任）
2013年 4 月　埼玉医科大学特任教授（現職）
2014年 4 月　公立大学法人埼玉県立大学理事長（2018年 3 月任期満了退任）

江利川 毅　えりかわ たけし

■プロフィール
出身地　埼玉県
・公益財団法人医療科学研究所
　相談役
・元内閣府事務次官
・元厚生労働事務次官
・元人事院総裁
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川崎市 国保連合会
国保連
ズームＵＰ！

令和6年度保険者
人事交流の報告

星野　志朗（在職年数：19年）
　・川崎市での前所属課：健康福祉局　医療保険部　収納管理課
　・交流先での所属課　：情報管理部　国保共同電算課

菊池　由莉香（在職年数：9年）
　・国保連合会での前所属課：企画事業部　企画事業課
　・交流先での所属課　　　：健康福祉局　医療保険部　医療保険課

　このたび、川崎市からの交流職員として国保共同
電算課へ配属され、主に国保情報集約システムおよ
び国保総合システムを使用した保険者支援業務を担
当させていただきました。この貴重な機会をいただ
き、心より感謝申し上げます。
　国保共同電算課での業務では、システム連携や問
い合わせ対応を通じて、国保業務におけるシステム
の重要性とその運用の難しさを実感しました。特に
印象的だったのは、保険者訪問支援です。電話やメー
ルだけでは伝わりきらない現場の声を直接伺うこと
ができたことで、業務改善につながる多くの気づき
を得ることができました。
　また、交流期間中には、他市町村や保険者との会
議にも参加させていただきました。他市の運用方法

や要望を知ることで、自分自身の視野が広がり、よ
り柔軟な対応力を身につけることができたと感じて
います。さらに、国保共同電算課の皆様からは専門
的な知識や経験だけでなく、業務に対する姿勢につ
いても多く学ばせていただきました。
　一年間という短い期間ではありましたが、この経
験は非常に充実したものであり、自分自身の成長に
つながったと確信しています。今後は、この交流で
得た知識や経験を川崎市での業務に活かし、市民サー
ビス向上に努めてまいります。
　最後になりますが、国保共同電算課の皆様には多
大なるご支援とご指導をいただき、本当にありがと
うございました。

　この度は人事交流として受け入れてくださり、誠
にありがとうございました。
　交流開始当初は右も左もわからず戸惑ってばかり
でしたが、係員だけでなく課員の方々や国保連にて
勤務していた時にお世話になった方々が声をかけて
くださり、とても心強く感じました。
　川崎市では、給付担当として、出産・葬祭・療養
費業務や過誤業務、第三者行為求償事務、独自シス
テムの機器更改における仕様確認や稼働開始後の問
合せ対応等を中心に携わらせていただきました。そ
の中でも特に大きな経験として第三者行為求償事務
があります。令和7年度から国保連への委託が開始さ

れることに加え、機器更改にて初のシステムでの案
件管理が開始され、第三者行為求償事務として大き
な変化があった1年でした。そのため、事務処理方法
および運用スケジュールを一から構築する際は、い
かに川崎市および国保連双方にとってわかりやすく遂
行しやすいか、様々な視点から考え、川崎市と国保
連のパイプ役として調整することにとても苦慮しまし
た。しかし、この経験は今後の国保連業務において、
保険者等の幅広い視点から物事を考え、調整するス
キルに繋げていけるのではないかと考えています。
　本当にありがとうございました。

交流先（川崎市）の上司、同僚からの一言！

交流先（国保連合会）の上司、同僚からの一言！
　1年間お疲れ様でした！
　川崎市での業務環境とは異なり、はじめは戸惑ったこともあったかと思いますが、今までの経験を活か
し職場の一員として活躍いただきました。
　本会での業務経験が、今後の川崎市での業務に活かされることがあれば幸いです。
　短い期間ではありましたが、ありがとうございました。� （国保連合会国保共同電算課長　萩原　光穂）

　朗らかで真っすぐな人柄で自分のできることを進んで行動してくださり、新規委託業務などによる新た
な体制構築までのとても急な坂道を職員とともに踏破し、給付業務をしっかり担っていただきました。本
当にお疲れさまでした。1年間ありがとうございました。�（川崎市医療保険課給付担当係長　原　さよ子）
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国保連合会
神奈川県

国保中央会

神奈川県派遣職員・
国保中央会派遣職員の実施報告

矢田　純登（在職年数：14年）
　・国保連合会での前所属課：審査部　審査第二課
　・神奈川県での所属課　　：健康医療局　保健医療部　医療保険課

神　綾香（在職年数：8年）
　・国保連合会での前所属課：総務部　財務課
　・国保中央会での所属課　：保健福祉部　障害者総合支援課

　今回の研修派遣に際し、温かく受け入れてくださっ
た県医療保険課の皆さまと、快く送り出してくださっ
た国保連事務局に感謝申し上げます。国保都道府県
化を見据え平成27年度より始まった、県への行政
実務研修員派遣の5期目も終了いたします。
　期間中、“イクボス”である“県”医療保険課長の
後押しやグループの協力を頂きながら、産後パパ育
休と合わせて約3ヶ月の育児休業を取得し、家族と
じっくり向き合う時間も経験させていただきました。
国保連職員としても、男性で初めての育休取得者に
なりました。
　業務では、資格適正化・給付分野の保険者指導を
はじめ、療給・調交などの額も大きく煩雑な補助金
や、国保組合の指導担当、市町村事務処理標準化関
係、大臣表彰・知事表彰事務等の様々な業務を通し
て、関係各所との業務調整等の経験を広げ、法令関

係等の知見を深めることができました。また、刻々
と変わる公的医療保険制度のなか、国保・後期保険
者の現場の声を会議体や現地で聞く機会だけでなく、
県民からの切迫した生の声を聞く機会も多く、学び
の多い日々でした。
　今後も、帰任後の業務に活かし、より一層成果を
上げていけるよう精進してまいります。
　結びとなりますが、どうしても夜な夜な業務に追
われる時期もあり、仲間と助け合いながら乗り越え
た思い出が数知れずあります。この日々の中で、公
私ともに楽しく過ごす課の仲間と出会い、多くの同
じ時間を過ごした令和5年4月からの2年間は、か
けがえのない大きな財産です。大切にします。
　今後とも、引き続きご指導ご鞭撻のほど、よろし
くお願い申し上げます。

　令和5年4月より国保中央会へ派遣され、障害者
総合支援法等審査事務研究会の運営や障害者総合支
援給付審査支払等システムの開発に携わりました。
　研究会では、給付費の審査を効果的・効率的に実
施することを目指し、自治体・国保連・学識経験者・
厚労省・中央会で構成された委員が、給付費の一連
の流れ（請求、国保連・市町村審査、支払）に関す
る検討を実施しています。この会の運営や検討課題
の一部を担当し、検討課題の取組の一環としては、
市町村へのヒアリング調査や二次審査の事例集の作
成等をしました。また、システム関係では、処遇改

善交付金対応やインボイス対応等の改修について、
厚労省との調整、システムの仕様や各種ドキュメン
トの確認等をしました。
　福祉事業課の業務未経験で派遣されたため、勉強
しながらの仕事でしたが、課の皆さんのおかげで業
務を進めることができました。また、中央会、国保
連、システムベンダ、自治体、厚労省など様々な方
と関わり、それぞれの意見を踏まえて仕事に取り組
むことは、貴重な経験になりました。
　今後は、中央会派遣の経験を連合会業務に活かせ
るよう、業務に取り組みたいと思います。
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定

健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
等
事

業
特
別
会
計
予
算
補
正
（
第
3
次
）

議
案
第
18
号
：
令
和
6
年
度
神
奈
川
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
第
三

者
行
為
損
害
賠
償
支
払
勘
定
特
別

会
計
予
算
補
正

議
案
第
19
号
：
令
和
7
年
度
神
奈
川
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
事
業

実
施
計
画

議
案
第
20
号
：
令
和
7
年
度
神
奈
川
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
一
般

会
計
予
算

議
案
第
21
号
：
令
和
7
年
度
神
奈
川
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療

報
酬
審
査
支
払
（
業
務
勘
定
）
特

別
会
計
予
算

議
案
第
22
号
：
令
和
7
年
度
神
奈
川
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療

報
酬
審
査
支
払
（
国
民
健
康
保
険

診
療
報
酬
支
払
勘
定
）
特
別
会
計

予
算

議
案
第
23
号
：
令
和
7
年
度
神
奈
川
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療

報
酬
審
査
支
払
（
公
費
負
担
医
療

に
関
す
る
診
療
報
酬
支
払
勘
定
）

特
別
会
計
予
算

議
案
第
24
号
：
令
和
7
年
度
神
奈
川
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療

報
酬
審
査
支
払
（
出
産
育
児
一
時

金
等
に
関
す
る
支
払
勘
定
）
特
別

会
計
予
算

議
案
第
25
号
：
令
和
7
年
度
神
奈
川
県

神奈川県国民健康保険団体連合会通常総会
2月28日（金）　神奈川県国保会館

―令和7年度事業実施計画・各会計予算について―
　2月28日（金）、神奈川県国保会館にて通常総会を開催し、令和7年度事業実施計画並び
に各会計予算等について審議が行われた。
　専決処分の報告19件、議決事項43件について審議され、すべて事務局原案どおり可決承
認された。

内野理事長
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国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療

報
酬
審
査
支
払
（
抗
体
検
査
等
費

用
に
関
す
る
支
払
勘
定
）
特
別
会

計
予
算

議
案
第
26
号
：
令
和
7
年
度
神
奈
川
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
後
期

高
齢
者
医
療
事
業
関
係
業
務
（
業

務
勘
定
）
特
別
会
計
予
算

議
案
第
27
号
：
令
和
7
年
度
神
奈
川
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
後
期

高
齢
者
医
療
事
業
関
係
業
務
（
後

期
高
齢
者
医
療
診
療
報
酬
支
払
勘

定
）
特
別
会
計
予
算

議
案
第
28
号
：
令
和
7
年
度
神
奈
川
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
後
期

高
齢
者
医
療
事
業
関
係
業
務
（
公

費
負
担
医
療
に
関
す
る
診
療
報
酬

支
払
勘
定
）
特
別
会
計
予
算

議
案
第
29
号
：
令
和
7
年
度
神
奈
川
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
介
護

保
険
事
業
関
係
業
務
（
業
務
勘
定
）

特
別
会
計
予
算

議
案
第
30
号
：
令
和
7
年
度
神
奈
川
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
介
護

保
険
事
業
関
係
業
務
（
介
護
給
付

費
支
払
勘
定
）
特
別
会
計
予
算

議
案
第
31
号
：
令
和
7
年
度
神
奈
川
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
介
護

保
険
事
業
関
係
業
務
（
公
費
負
担

医
療
等
に
関
す
る
報
酬
等
支
払
勘

定
）
特
別
会
計
予
算

議
案
第
32
号
：
令
和
7
年
度
神
奈
川
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
障
害

者
総
合
支
援
法
関
係
業
務
等
（
業

務
勘
定
）
特
別
会
計
予
算

議
案
第
33
号
：
令
和
7
年
度
神
奈
川
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
障
害

者
総
合
支
援
法
関
係
業
務
等
（
障

害
介
護
給
付
費
・
障
害
児
給
付
費

支
払
勘
定
）
特
別
会
計
予
算

議
案
第
34
号
：
令
和
7
年
度
神
奈
川
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
特
定

健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
等
事

業
特
別
会
計
予
算

議
案
第
35
号
：
令
和
7
年
度
神
奈
川
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
第
三

者
行
為
損
害
賠
償
支
払
勘
定
特
別

会
計
予
算

議
案
第
36
号
：
令
和
7
年
度
神
奈
川
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
職
員

退
職
手
当
積
立
金
特
別
会
計
予
算

議
案
第
37
号
：
令
和
7
年
度
神
奈
川
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
職
員

退
職
手
当
積
立
金
の
取
り
崩
し
に

つ
い
て

議
案
第
38
号
：
令
和
7
年
度
神
奈
川
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
国
保

会
館
建
設
資
金
等
積
立
金
の
取
り

崩
し
に
つ
い
て

議
案
第
39
号
：
令
和
7
年
度
神
奈
川
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
減
価

償
却
引
当
資
産
の
取
り
崩
し
に
つ

い
て

議
案
第
40
号
：
令
和
7
年
度
神
奈
川
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
電
算

処
理
シ
ス
テ
ム
導
入
作
業
経
費
積

立
資
産
の
取
り
崩
し
に
つ
い
て

議
案
第
41
号
：
令
和
7
年
度
神
奈
川
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
Ｉ
Ｃ

Ｔ
等
を
活
用
し
た
審
査
支
払
業
務

等
の
高
度
化
・
効
率
化
の
た
め
の

積
立
資
産
の
取
り
崩
し
に
つ
い
て

議
案
第
42
号
：
令
和
7
年
度
神
奈
川
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
歳
計

現
預
金
預
入
先
金
融
機
関
に
つ
い

て
議
案
第
43
号
：
神
奈
川
県
国
民
健
康
保

険
団
体
連
合
会
第
五
次
中
期
経
営

計
画

令
和
7
年
度
事
業
実
施
計
画

Ⅰ

重

点

事

項

1

診
療
報
酬
等
に
お
け
る
審
査
業
務

の
充
実
・
強
化
等
に
向
け
た
取
組

2
「
審
査
支
払
機
能
に
関
す
る
改
革

工
程
表
」
等
に
基
づ
く
取
組

3
「
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
関
す
る
工

程
表
」
等
に
基
づ
く
対
応

4

国
保
中
央
会
が
開
発
し
た
全
国
標

準
シ
ス
テ
ム
の
更
改
作
業

5

国
保
制
度
の
安
定
的
・
効
率
的
な

運
営
に
向
け
た
支
援
の
取
組

6

高
齢
者
医
療
に
係
る
各
受
託
業
務

の
円
滑
な
実
施

7

介
護
保
険
制
度
に
係
る
業
務
支
援

等
の
取
組

8

障
害
者
総
合
支
援
に
係
る
各
シ
ス

テ
ム
の
安
定
運
用
等
に
向
け
た
取

組
9

医
療
費
適
正
化
の
推
進
等
、
保
険

者
支
援
の
充
実
・
強
化
の
取
組

10

新
た
な
業
務
支
援
に
向
け
た
取
組

11

経
費
削
減
の
推
進
と
財
源
確
保
の

取
組
及
び
適
正
な
会
計
事
務
の
遂

行
12

人
材
育
成
と
効
率
的
か
つ
安
定
し

た
事
業
基
盤
の
整
備

13

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
と
危
機

管
理
対
策
の
推
進

Ⅱ

事

業

内

容

1

診
療
報
酬
等
（
国
保
、
後
期
高
齢

者
医
療
、
公
費
負
担
医
療
）
審
査

支
払
業
務
の
円
滑
な
遂
行

2

共
同
処
理
事
業
の
効
率
的
・
効
果

的
な
推
進

3

介
護
保
険
事
業
の
円
滑
な
運
営

4

障
害
者
総
合
支
援
に
係
る
事
業
の

円
滑
な
運
営

5

神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
が
行
う
後
期
高
齢
者
医
療
事

務
に
対
す
る
支
援

6

保
険
者
等
が
行
う
保
健
事
業
に
対

す
る
支
援
等

7

国
保
・
介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
を
支
え
る
各
種
事
業

8

各
種
会
議
の
開
催

9

業
務
の
見
直
し
の
推
進
及
び
公
正

な
執
行
の
確
保

10

各
種
会
議
等
へ
の
参
加

令和 7 年度神奈川県国民健康保険団体連合会会計予算額

会　　　計　　　名 令和7年度予算額
（千円）

令和6年度予算額
（千円）

比較増減
（千円）

対前年度比率
（％）

1 一般会計 1,164,552 1,132,218 32,334 2.86
診療報酬審査支払特別会計
2 業務勘定 4,715,603 5,765,035 △1,049,432 △18.20
3 国民健康保険診療報酬支払勘定 594,798,679 610,003,616 △15,204,937 △2.49
4 公費負担医療に関する診療報酬支払勘定 33,806,078 35,280,890 △1,474,812 △4.18
5 出産育児一時金等に関する支払勘定 2,936,281 3,300,275 △363,994 △11.03
6 抗体検査等費用に関する支払勘定 ー 354,810 △354,810 （皆減）
後期高齢者医療事業関係業務特別会計
7 業務勘定 4,569,986 4,690,205 △120,219 △2.56
8 後期高齢者医療診療報酬支払勘定 1,213,091,951 1,180,656,575 32,435,376 2.75
9 公費負担医療に関する診療報酬支払勘定 3,561,975 5,546,363 △1,984,388 △35.78
介護保険事業関係業務特別会計
10 業務勘定 3,855,250 4,056,446 △201,196 △4.96
11 介護給付費支払勘定 815,989,140 818,587,779 △2,598,639 △0.32
12 公費負担医療等に関する報酬等支払勘定 11,110,223 10,952,629 157,594 1.44
障害者総合支援法関係業務等特別会計
13 業務勘定 565,490 526,670 38,820 7.37
14 障害介護給付費・障害児給付費支払勘定 316,652,409 308,019,269 8,633,140 2.80
15 特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計 6,631,013 7,005,590 △374,577 △5.35
16 第三者行為損害賠償支払勘定特別会計 1,700,340 1,579,303 121,037 7.66
17 職員退職手当積立金特別会計 267,968 285,083 △17,115 △6.00

合　　　　　　　　計 3,015,416,938 2,997,742,756 17,674,182 0.59



1人当たり費用額（円）
50,000

45,000

40,000

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

100.00

90.00

80.00

70.00

60.00

50.00

建
設
連
合
国
保

建
設
業
国
保

薬
剤
師
国
保

食
品
衛
生
国
保

歯
科
医
師
国
保

医
師
国
保

清
川
村

愛
川
町

湯
河
原
町

真
鶴
町

箱
根
町

開
成
町

山
北
町

松
田
町

大
井
町

中
井
町

二
宮
町

大
磯
町

寒
川
町

葉
山
町

綾
瀬
市

南
足
柄
市

座
間
市

海
老
名
市

伊
勢
原
市

大
和
市

厚
木
市

秦
野
市

三
浦
市

逗
子
市

茅
ヶ
崎
市

小
田
原
市

藤
沢
市

鎌
倉
市

平
塚
市

横
須
賀
市

相
模
原
市

川
崎
市

横
浜
市

建
設
連
合
国
保

建
設
業
国
保

薬
剤
師
国
保

食
品
衛
生
国
保

歯
科
医
師
国
保

医
師
国
保

清
川
村

愛
川
町

湯
河
原
町

真
鶴
町

箱
根
町

開
成
町

山
北
町

松
田
町

大
井
町

中
井
町

二
宮
町

大
磯
町

寒
川
町

葉
山
町

綾
瀬
市

南
足
柄
市

座
間
市

海
老
名
市

伊
勢
原
市

大
和
市

厚
木
市

秦
野
市

三
浦
市

逗
子
市

茅
ヶ
崎
市

小
田
原
市

藤
沢
市

鎌
倉
市

平
塚
市

横
須
賀
市

相
模
原
市

川
崎
市

横
浜
市
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【保険者別受診率（一般＋退職）】　※�受診率とは、一定期間内に医療機関にかかった人の割合を表し、当該月の診療報酬明細書（レセプト）枚数
を当該月末の被保険者数で除したものである。

《11月診療分》（一般＋退職）
被保険者数

人
区　　分 件　　数

件
日　　数

日
費　用　額

円
1件当たり費用額

円
1人当たり費用額

円
受診率

％

1,643,066

診
療
費

入　院 27,035 396,418 18,149,704,600 671,341 11,046 1.65
入院外 1,191,861 1,763,237 18,837,089,370 15,805 11,465 72.54
歯　科 291,865 462,997 3,997,430,000 13,696 2,433 17.76

小　　　計 1,510,761 2,622,652 40,984,223,970 27,128 24,944 91.95
調　　　剤 890,249 1,036,117 10,192,559,830 11,449 6,203
訪 問 看 護 10,933 79,435 957,963,130 87,621 583
食事療養費 25,659 1,029,645 712,209,569 27,757 433
合　　　計 2,411,943 2,702,087 52,846,956,499 21,911 32,164

《12月診療分》（一般＋退職）
被保険者数

人
区　　分 件　　数

件
日　　数

日
費　用　額

円
1件当たり費用額

円
1人当たり費用額

円
受診率

％

1,634,200

診
療
費

入　院 26,867 402,544 17,906,066,840 666,471 10,957 1.64
入院外 1,256,282 1,839,953 19,525,744,650 15,542 11,948 76.87
歯　科 298,474 463,212 4,018,305,220 13,463 2,459 18.26

小　　　計 1,581,623 2,705,709 41,450,116,710 26,207 25,364 96.78
調　　　剤 957,489 1,167,480 11,313,683,960 11,816 6,923
訪 問 看 護 10,781 78,966 952,370,880 88,338 583
食事療養費 25,443 1,045,667 723,409,304 28,433 443
合　　　計 2,549,893 2,784,675 54,439,580,854 21,350 33,313

《1月診療分》（一般＋退職）
被保険者数

人
区　　分 件　　数

件
日　　数

日
費　用　額

円
1件当たり費用額

円
1人当たり費用額

円
受診率

％

1,626,859

診
療
費

入　院 25,981 397,924 18,359,350,750 706,645 11,285 1.60
入院外 1,171,279 1,682,319 18,784,455,730 16,038 11,546 72.00
歯　科 281,545 436,529 3,710,118,470 13,178 2,281 17.31

小　　　計 1,478,805 2,516,772 40,853,924,950 27,626 25,112 90.90
調　　　剤 883,693 1,007,570 10,365,183,450 11,729 6,371
訪 問 看 護 11,216 80,411 967,460,370 86,257 595
食事療養費 24,586 1,034,391 715,295,162 29,094 440
合　　　計 2,373,714 2,597,183 52,901,863,932 22,287 32,518

診療（調剤）報酬実績【国民健康保険】

※件数の合計に食事療養費は含まない　　※日数の合計に調剤・食事療養費は含まない

【保険者別1人当たり費用額（一般＋退職）】　※1人当たり費用額とは、医療費用総額を被保険者数で除したものである。

受診率（％）

11月診療分 12月診療分 1月診療分

11月診療分 12月診療分 1月診療分
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（令和6年11月審査分）
種　　類 　　 件　　数 （件） ��　費 用 額 （円） 　　介護給付費 （円） ��利用者負担額（円） ���公費負担額 （円）

訪 問 通 所 サ ー ビ ス 451,462 21,724,211,464 19,154,017,887 2,023,678,390 546,515,187
短 期 入 所 サ ー ビ ス 19,859 2,188,748,367 1,853,586,428 323,416,814 11,745,125
居 宅 療 養 管 理 指 導 224,954 1,919,355,730 1,685,727,566 179,418,701 54,209,463
地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 74,624 11,220,410,426 9,924,296,529 1,086,876,949 209,236,948
特定施設入居者生活介護 27,086 6,541,778,062 5,672,991,929 838,413,123 30,373,010
居 宅 介 護 支 援 244,941 3,461,065,661 3,461,065,661 0 29,507,323
施 設 サ ー ビ ス 58,425 21,864,103,881 18,424,479,060 3,287,551,350 152,073,471
市 町 村 特 別 給 付 57 353,770 318,393 35,377 0
合 　 　 計 1,101,408 68,920,027,361 60,176,483,453 7,739,390,704 1,033,660,527

《11月診療分》
被保険者数

人
区　　分 件　　数

件
日　　数

日
費　用　額

円
1件当たり費用額

円
1人当たり費用額

円
受診率

％

1,335,223

診
療
費

入　院 64,863 978,887 43,743,885,800 674,404 32,761 4.86
入院外 1,752,389 2,824,324 31,024,685,260 17,704 23,236 131.24
歯　科 353,307 591,160 5,036,373,640 14,255 3,772 26.46

小　　　計 2,170,559 4,394,371 79,804,944,700 36,767 59,769 162.56
調　　　剤 1,354,398 1,651,837 16,767,707,270 12,380 12,558
訪 問 看 護 11,996 121,972 1,690,829,735 140,949 1,266
食事療養費 60,691 2,334,131 1,658,143,753 27,321 1,242
合　　　計 3,536,953 4,516,343 99,921,625,458 28,251 74,835

《12月診療分》
被保険者数

人
区　　分 件　　数

件
日　　数

日
費　用　額

円
1件当たり費用額

円
1人当たり費用額

円
受診率

％

1,337,807

診
療
費

入　院 66,457 1,016,551 45,550,073,530 685,407 34,048 4.97
入院外 1,801,352 2,894,746 31,488,819,610 17,481 23,538 134.65
歯　科 360,436 591,787 5,061,213,250 14,042 3,783 26.94

小　　　計 2,228,245 4,503,084 82,100,106,390 36,845 61,369 166.56
調　　　剤 1,413,197 1,734,115 18,425,500,200 13,038 13,773
訪 問 看 護 12,020 121,703 1,692,122,740 140,776 1,265
食事療養費 61,907 2,432,391 1,727,386,244 27,903 1,291
合　　　計 3,653,462 4,624,787 103,945,115,574 28,451 77,698

《1月診療分》
被保険者数

人
区　　分 件　　数

件
日　　数

日
費　用　額

円
1件当たり費用額

円
1人当たり費用額

円
受診率

％

1,340,778

診
療
費

入　院 66,390 1,064,588 47,171,881,970 710,527 35,182 4.95
入院外 1,724,481 2,718,385 31,202,848,840 18,094 23,272 128.62
歯　科 345,155 561,314 4,681,040,880 13,562 3,491 25.74

小　　　計 2,136,026 4,344,287 83,055,771,690 38,883 61,946 159.31
調　　　剤 1,347,610 1,623,894 17,034,660,100 12,641 12,705
訪 問 看 護 12,133 121,147 1,664,292,450 137,171 1,241
食事療養費 61,609 2,542,946 1,803,900,498 29,280 1,345
合　　　計 3,495,769 4,465,434 103,558,624,738 29,624 77,238

（令和6年12月審査分）
種　　類 　　 件　　数 （件） ��　費 用 額 （円） 　　介護給付費 （円） ��利用者負担額（円） ���公費負担額 （円）

訪 問 通 所 サ ー ビ ス 456,290 21,191,101,496 18,684,279,992 1,960,961,859 545,859,645
短 期 入 所 サ ー ビ ス 19,818 2,142,396,202 1,813,055,082 318,003,408 11,337,712
居 宅 療 養 管 理 指 導 224,790 1,901,586,000 1,669,856,816 178,155,683 53,573,501
地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 75,614 10,993,490,807 9,723,670,381 1,068,970,355 200,850,071
特定施設入居者生活介護 27,399 6,413,444,285 5,563,400,831 818,596,320 31,447,134
居 宅 介 護 支 援 246,843 3,493,498,233 3,493,498,233 0 29,801,996
施 設 サ ー ビ ス 58,321 21,169,450,596 17,836,469,213 3,176,893,367 156,088,016
市 町 村 特 別 給 付 55 388,510 349,659 38,851 0
合 　 　 計 1,109,130 67,305,356,129 58,784,580,207 7,521,619,843 1,028,958,075

（令和7年1月審査分）
種　　類 　　 件　　数 （件） ��　費 用 額 （円） 　　介護給付費 （円） ��利用者負担額（円） ���公費負担額 （円）

訪 問 通 所 サ ー ビ ス 456,580 20,889,741,433 18,419,082,637 1,934,818,579 535,840,217
短 期 入 所 サ ー ビ ス 19,323 2,108,265,876 1,786,656,921 310,792,282 10,816,673
居 宅 療 養 管 理 指 導 228,817 1,944,056,170 1,707,685,999 181,704,865 54,665,306
地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 75,296 10,975,323,045 9,709,295,086 1,060,534,680 205,493,279
特定施設入居者生活介護 27,387 6,606,876,806 5,730,346,375 844,323,161 32,207,270
居 宅 介 護 支 援 247,104 3,488,991,470 3,488,991,470 0 29,140,513
施 設 サ ー ビ ス 57,904 21,656,181,957 18,252,538,201 3,247,548,955 156,094,801
市 町 村 特 別 給 付 55 324,900 292,410 32,490 0
合 　 　 計 1,112,466 67,669,761,657 59,094,889,099 7,579,755,012 1,024,258,059

介護給付費の状況

診療（調剤）報酬実績【後期高齢者医療】

※件数の合計に食事療養費は含まない　　※日数の合計に調剤・食事療養費は含まない
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広報委員会
1月21日（火）　国保会館（ハイブリッド開催）

神奈川県国民健康保険診療施設運営連絡協議会・診療施設部会
1月24日（金）　国保会館

　今回の委員会は、今年度最後ということで、令和6年度に実施した各広報事業の報告を行った。
　来年度の広報事業実施計画では、健康まつり等支援ポケットティッシュや特定健診受診率向上PRポス
ターを来年度も引き続き作成していくことで了承された。
　また、令和7年度の標語について、事務局より7案提案し、協議の結果「年に一度は特定健診　ここか
らはじめる健康習慣」に決定した。今回決定した標語は、来年度本会が作成する機関誌、ポケットティッ
シュ、事業概要、各種封筒等に使用する予定である。

　神奈川県国民健康保険診療施設運営連絡協議会では、各診療施設における運営状況と課題について意
見交換が行われた。
　診療施設運営連絡協議会閉会後、引き続き本会診療施設部会が開催され、令和7・8年度の役員（会長・
副会長）の選出が行われた。その後、令和6年度診療施設部会研修会交流会の会計報告、続いて令和7年
度三浦市立病院が開催担当の診療施設部会研修会の概要について説明が行われた。また、令和7年10月
に和歌山県で開催される全国国保地域医療学会について、移動手段や宿泊先の確保などについて確認し
承諾された。

鷺阪委員長会議の様子

診療施設部会診療施設運営連絡協議会

国保直診だより





ナ
ッ
ジ
手
法
の
最
大
の
特
徴
は
、
つ
い

つ
い
先
延
ば
し
に
し
て
し
ま
う
（
例
:
夏

休
み
の
宿
題
な
ど
）、
や
ら
な
い
方
が
よ

い
の
に
や
っ
て
し
ま
う（
例
:
喫
煙
）な
ど
、

非
合
理
で
す
が
人
間
ら
し
い
私
た
ち
の
行

動
の
傾
向
（
バ
イ
ア
ス
）
を
前
提
に
行
動

変
容
の
き
っ
か
け
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。

意
外
と
「
正
し
く
＝
合
理
的
に
」
行
動
で

き
な
い
こ
と
（
バ
イ
ア
ス
）
を
理
解
す
る

医
療
・
健
康
領
域
で
ナ
ッ
ジ
が
注
目
さ

れ
て
い
る
理
由
は
、
前
提
条
件
「
合
理
性
」

に
あ
り
ま
す
。
相
手
に
「
正
し
い
知
識
や

情
報
を
提
供
す
れ
ば
、
人
は
合
理
的
に
正

し
い
行
動
を
選
択
す
る
」、
と
い
う
暗
黙

の
人
間
観
を
医
療
・
健
康
領
域
に
関
わ
る

人
は
持
ち
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
実
際
に

は
正
し
い
と
わ
か
っ
て
い
て
も
そ
の
通
り

に
行
動
で
き
な
い
の
が
人
間
で
す
。

食
事
制
限
を
す
る
と
決
め
て
も
、
目
の

前
に
お
い
し
い
食
べ
物
が
あ
っ
た
ら
、「
食

事
制
限
は
明
日
か
ら
に
し
よ
う
」
な
ど
と

先
延
ば
し
し
て
し
ま
う
こ
と
は
誰
も
が
思

い
当
た
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
食
事

制
限
で
得
ら
れ
る
将
来
の
価
値
よ
り
も
、

目
の
前
に
お
い
し
い
食
べ
物
が
あ
る
現
在

の
価
値
を
高
く
評
価
し
て
し
ま
う
「
現
在

バ
イ
ア
ス
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

他
に
も
、
以
下
の
よ
う
な
行
動
原
理
が
あ

り
ま
す
。

・
利
用
可
能
性
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
：

「
手
に
入
れ
や
す
い
情
報
だ
け
を
用
い
て

意
思
決
定
す
る
」
傾
向
の
こ
と
。
例
え
ば
、

飛
行
機
事
故
は
非
常
に
稀
で
す
が
、メ
デ
ィ

ア
で
頻
繁
に
報
道
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
発
生
頻
度
が
高
い
と
誤
っ
て
感
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
飛
行
機

事
故
の
実
際
の
リ
ス
ク
よ
り
も
高
い
と

誤
っ
て
評
価
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
意
思

決
定
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
現
状
維
持
バ
イ
ア
ス
：「
現
状
の
状
態

や
選
択
肢
を
保
持
す
る
」
傾
向
の
こ
と
。

例
え
ば
、
株
式
投
資
に
お
い
て
は
、
投
資

家
が
損
失
を
被
っ
て
い
る
株
の
損
切
り
を

行
っ
て
損
失
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ず
、
保
持
し
損
失
が
さ
ら
に
拡
大
す
る
リ

ス
ク
を
負
っ
て
で
も
、
現
状
を
維
持
し
よ

う
と
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
以
下
の
よ
う
に
非
合
理

な
意
思
決
定
の
原
因
と
な
る
「
バ
イ
ア
ス
」

が
多
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

バ
イ
ア
ス
は
「
人
々
が
下
す
決
定
や
判

断
に
影
響
を
与
え
る
思
考
の
系
統
的
な
誤

り
」
と
し
て
、
一
定
の
傾
向
で
多
く
の
人

に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
も
の
で
す
。
大
切

な
こ
と
は
、
人
に
は
合
理
的
で
は
な
く
、

ナ
ッ
ジ
を
効
果
的
に
使
う
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

（
バ
イ
ア
ス
と
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
）

聖
路
加
国
際
病
院

医
療
の
質
管
理
室

室
長
　
　
水
野

篤

確実性効果 確実なものを強く好む効果

損失回避 利得よりも損失を大きく感じ、損
失を避ける方向に向かう

現在バイアス 現在の価値を高く評価し、将来の
価値を低く見積もる

社会的選好
（ 利他性・互恵性・

不平等回避）
自分自身の利得だけでなく、準拠
集団の利得なども気にする傾向

サンクコストの
誤謬

既にかかったコストのため、撤退
できず継続してしまう傾向
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ど
ち
ら
か
と
い
う
と
直
観
的
に
行
動
す
る

傾
向
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
く
こ
と
で

す
。
そ
れ
を
理
解
し
て
、
非
合
理
性
を
前

提
に
、
よ
り
良
い
行
動
を
し
や
す
く
な
る

よ
う
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ナ
ッ
ジ
を
効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
の
背

景
の
理
論
・
考
え
方

上
の
よ
う
に
数
多
く
あ
る
バ
イ
ア
ス
を

理
解
し
た
上
で
、
逆
に
行
動
変
容
に
活
用

す
る
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
い
く
つ
か
例

を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

・
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
効
果

同
じ
内
容
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
伝
え

方
が
異
な
る
と
受
け
取
り
方
が
変
わ
り
、

意
思
決
定
が
変
わ
る
こ
と
を
「
フ
レ
ー
ミ

ン
グ
効
果
」
と
い
い
ま
す
。
例
え
ば
、
食

品
に
お
け
る
食
塩
相
当
量
の
表
示
に
お
い

て
、「
１
ｇ
し
か
入
っ
て
い
な
い
」
と
い

う
こ
と
と
「
１
ｇ
も
入
っ
て
い
る
」
と
い

う
こ
と
で
は
印
象
が
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
伝
え
方
に
よ
り
、
健
康
行
動
に
つ
な

が
る
、も
し
く
は
逆
に
つ
な
が
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
効
果

自
ら
の
意
思
や
計
画
を
あ
ら
か
じ
め「
宣

言
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
実
行
が

よ
り
容
易
に
な
る
こ
と
を
「
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
効
果
」
と
い
い
ま
す
。
例
え
ば
、
運

動
を
始
め
た
い
け
れ
ど
も
つ
い
先
延
ば
し

に
し
て
し
ま
う
人
が
、
公
に
「
毎
週
日
曜

日
に
ジ
ム
に
行
く
」
と
宣
言
す
る
こ
と
で
、

自
分
自
身
の
言
葉
に
責
任
を
持
と
う
と
す

る
心
理
が
働
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
宣
言

は
、
周
囲
へ
の
公
約
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
、
自
己
と
の
約
束
を
守
る
た
め
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
言
動
一
致
）。
ま
た
、
計
画
を
見
え

る
場
所
に
書
き
出
す
こ
と
も
、
そ
の
実
行

を
促
進
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

・
デ
フ
ォ
ル
ト
設
定

人
は
始
め
か
ら
設
定
さ
れ
て
い
る
選
択

肢
を
変
え
な
い
バ
イ
ア
ス
（
現
状
維
持
バ

イ
ア
ス
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
望
ま
し
い

選
択
肢
を
初
期
設
定
に
す
る
こ
と
で
選
び

や
す
く
す
る
、
デ
フ
ォ
ル
ト
設
定
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
が
ん
検
診
を
受
け
る
か

ど
う
か
と
い
う
選
択
肢
を
提
示
し
、
受
け

る
こ
と
を
選
択
し
て
も
ら
う
（
オ
プ
ト
イ

ン
）
の
で
は
な
く
、
受
け
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
、
受
け
な
い
人
が
受
け
な
い
こ
と

を
選
択
で
き
る
（
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
）
よ
う

に
し
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
以
下
の
よ
う
な
考
え
方

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ナ
ッ
ジ
を
漏
れ
な
く
、
効
率
的
に
活
用
す

る
た
め
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

最
後
に
ナ
ッ
ジ
を
効
果
的
に
使
う
た
め

の
有
効
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
紹
介
し
ま

す
。
も
っ
と
も
簡
便
で
わ
か
り
や
す
い
の

は
、「EA

ST

」
で
す
。
英
国
の
内
閣
府

の
元
に
で
き
た
、Behavioural Insights 

Team

:BIT

（
通
称
ナ
ッ
ジ
ユ
ニ
ッ
ト
）

が
開
発
し
た
も
の
で
、
簡
単
（Easy

）、

魅
力
的（A

ttractive

）、社
会
的（Social

）、

タ
イ
ム
リ
ー
（T

im
ely

）
の
頭
文
字
で
す
。

何
よ
り
対
象
者
に
と
っ
て
「
簡
単
=

Easy

」
で
あ
る
こ
と
で
、
望
ま
し
い
行

動
を
デ
フ
ォ
ル
ト
に
設
定
し
対
象
者
に

と
っ
て
行
動
選
択
を
容
易
に
し
ま
す
。

ま
た
、
対
象
者
に
と
っ
て
何
が
「
魅
力

的
」
で
「
社
会
的
」
か
を
考
え
る
こ
と
も

重
要
で
す
。
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
何
か
の

利
得
が
得
ら
れ
る
こ
と
）
や
、
社
会
的
規

範
を
示
す
こ
と
は
対
象
者
の
行
動
に
影
響

を
与
え
る
一
つ
の
例
と
な
り
ま
す
。

最
後
に
「
タ
イ
ム
リ
ー
」
で
あ
る
か
も

検
討
し
て
く
だ
さ
い
。
対
象
者
に
と
っ
て

受
け
入
れ
や
す
い
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
を
考

慮
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
他
に
も
、『M

IN
D

SPA
CE

』『CA
N

』

な
ど
い
く
つ
も
使
え
る
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
興
味
が
あ
る
方
は

前
回
も
紹
介
し
た
、「
ナ
ッ
ジ
を
応
用
し

た
健
康
づ
く
り
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
や

「“
ソ
ー
シ
ャ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
活
用

し
た
が
ん
検
診
の
普
及
”
の
資
材
活
用
の

手
引
き
」
な
ど
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ｅ-

ヘ
ル
ス
ネ
ッ
ト

https://w
w
w
.e-healthnet.m

hlw
.go.jp/

inform
ation/policy/n-002.htm

l

厚
生
労
働
省
︵
2
0
2
4
︶

顕著性向上 特定の側面を顕著化して注意
を引く

リマインダー 行動を忘れないようにタイミ
ングよく思い出させる

社会的規範 前述の社会的選好を活用する

社会的比較 周囲と比較する

神奈川のこくほ・かいご·2025 春22
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1月

保険料（税）徴収実務中堅者研修会

第2回在宅保健師研修会 広報委員会

7
日

介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

14
日

介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

15
日

保
険
料（
税
）徴
収
実
務
管
理
者
研
修
会

 
 

（
職
員
キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
）

19
日

診
療
報
酬
審
査
委
員
会（
〜
24
日
）

（
国
保
会
館
）

20
日

保
険
料（
税
）徴
収
実
務
中
堅
者
研
修
会

 
 

（
職
員
キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
）

20
日

柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

21
日

広
報
委
員
会

（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

21
日

療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

21
日

介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

23
日

介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

24
日

第
2
回
在
宅
保
健
師
研
修
会

（
国
保
会
館
）

24
日

診
療
施
設
運
営
連
絡
協
議
会
・
診
療
施
設
部
会

（
国
保
会
館
）

28
日

介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

4
日

運
営
協
議
会

（
国
保
会
館
）

4
日

介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

18
日

介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

18
日

柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

19
日

理
事
会

（
国
保
会
館
）

19
日

診
療
報
酬
審
査
委
員
会（
〜
24
日
）

（
国
保
会
館
）

19
日

療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

20
日

介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

21
日

神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
会
長
等
協
議
研
修

 
 

（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

25
日

神
奈
川
県
在
宅
保
健
師
会「
い
ち
ょ
う
の
会
」役
員
会

（
国
保
会
館
）

25
日

介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

28
日

通
常
総
会

（
国
保
会
館
）

4
日

介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

10
日

都
市
部
会

（
書
面
開
催
）

11
日

町
村
部
会

（
書
面
開
催
）

11
日

介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

17
日

組
合
部
会

（
国
保
会
館
）

17
日

柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

18
日

介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

19
日

診
療
報
酬
審
査
委
員
会（
〜
24
日
）

（
国
保
会
館
）

19
日

療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

21
日

介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

25
日

介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）
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7
日

介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

14
日

介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

15
日

保
険
料（
税
）徴
収
実
務
管
理
者
研
修
会

 
 

（
職
員
キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
）

19
日

診
療
報
酬
審
査
委
員
会（
〜
24
日
）

（
国
保
会
館
）

20
日

保
険
料（
税
）徴
収
実
務
中
堅
者
研
修
会

 
 

（
職
員
キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
）

20
日

柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

21
日

広
報
委
員
会

（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

21
日

療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

21
日

介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

23
日

介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

24
日

第
2
回
在
宅
保
健
師
研
修
会

（
国
保
会
館
）

24
日

診
療
施
設
運
営
連
絡
協
議
会
・
診
療
施
設
部
会

（
国
保
会
館
）

28
日

介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

4
日

運
営
協
議
会

（
国
保
会
館
）

4
日

介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

18
日

介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

18
日

柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

19
日

理
事
会

（
国
保
会
館
）

19
日

診
療
報
酬
審
査
委
員
会（
〜
24
日
）

（
国
保
会
館
）

19
日

療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

20
日

介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

21
日

神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
会
長
等
協
議
研
修

 
 

（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

25
日

神
奈
川
県
在
宅
保
健
師
会「
い
ち
ょ
う
の
会
」役
員
会

（
国
保
会
館
）

25
日

介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

28
日

通
常
総
会

（
国
保
会
館
）

4
日

介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

10
日

都
市
部
会

（
書
面
開
催
）

11
日

町
村
部
会

（
書
面
開
催
）

11
日

介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

17
日

組
合
部
会

（
国
保
会
館
）

17
日

柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

18
日

介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

19
日

診
療
報
酬
審
査
委
員
会（
〜
24
日
）

（
国
保
会
館
）

19
日

療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

21
日

介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

25
日

介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

3月 2月

理事会 運営協議会 診療施設部会

神奈川県国民健康保険運営協議会会長等協議研修組合部会
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契

約

番

号

契

約

区

分

契

約

名

称

契

約

先

名

称

担

当

者

締

結

日

終

了

日

22040001 リース セキュリティソフト50ライセンス 〇〇商事 鈴木 2022/4/1 2022/4/30

22040002 売買 ホームページ年間保守 △△物産 田中 2022/4/1 2022/6/30

22040003 派遣 △〇システム保守業務 △△物産 田中 2022/4/1 2022/9/30

22040004 派遣 △〇システム保守業務 △△物産 田中 2022/4/1 2022/9/30

22040005 請負 ＥＣサイト構築 〇△食品 佐藤 2022/4/1 2023/3/31

22040006 派遣 〇□システム開発業務 □□工業 鈴木 2022/4/15 2022/6/30

22040007 派遣 〇□システム開発業務 □□工業 鈴木 2022/4/15 2022/9/30

22040008 派遣 〇□システム開発業務 □□工業 鈴木 2022/4/15 2022/9/30

22040009 リース 業務用ノートパソコン　３０台 □〇高校 佐藤 2022/5/1 2022/6/30

22040010 派遣 〇〇システム開発業務 △〇システム 高橋 2022/5/1 2022/6/30

22040011 派遣 〇〇システム開発業務 △〇システム 高橋 2022/5/1 2022/6/30

22040012 請負 □□ＷＥＢシステム開発業務 □△ソリューション 田中 2022/5/1 2022/7/31↓

Excel形式の
一覧から

該当データを
検索できます

SatuSC
ANペーパ

ーレスか
ら始め

るDX

C r e a t e  a  f u t u r e  w i t h  y o u

https://yokohamadensan.com/
横浜市西区楠町4番地７横浜楠町ビル8階

TEL:045-311-7581
ビジネスソリューション部

E-MAIL:eigyou@yokohamadensan.co.jp

事務所や机を
占領する書類を
電子化

しませんか？



伝　言　板

編
集
後
記

※「
神
奈
川
の
こ
く
ほ
・
か
い
ご
」
第
４
１
６
号（
令
和
7
年
1
月
1
日
発
刊
）
表
彰

者
の
ご
紹
介
に
お
い
て
、
左
記
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
詫
び

申
し
上
げ
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

20
ペ
ー
ジ「
国
保
連
発
信
」コ
ー
ナ
ー
内「
令
和
6
年
度
国
民
健
康
保
険
中
央
会
表
彰
」

　
　
　
　
　
（
誤
）
小
原

俊
成　
　
（
正
）
小
田
原

俊
成
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今後の予定

4月 1日 人事異動
下旬 広報委員会 神奈川県国保会館

6月 7日 診療施設部会・研修会 三浦市民ホール

担当は、 企画事業課　企画事業係 TEL　045-329-3441（直通）　FAX　045-329-3444
E-mail　kikaku1@kanagawa-kokuho.or.jp

神奈川県国民健康保険団体連合会
広 報 標 語 決 定

令和 7 年度標語
『年に一度は特定健診　ここからはじめる健康習慣』

最
近
バ
ス
に
乗
車
し
た
時
の
こ
と
、
杖
を
つ
い
た
年
配
の

男
性
が
乗
車
し
て
き
ま
し
た
。
後
方
の
階
段
で
上
が
る
席
は

い
く
つ
か
空
い
て
い
ま
し
た
が
、
前
方
の
優
先
席
は
す
べ
て

乗
客
が
座
っ
て
い
る
状
態
で
し
た
。
運
転
手
さ
ん
が
「
ど
な

た
か
席
を
譲
っ
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。
席
を
必
要

と
さ
れ
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
誰
も
席
を
立
つ
乗
客
は
い
ま
せ
ん
。

2
回
、
3
回
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る
と
、
一
番
前
方
の
乗
降
口

に
近
い
席
に
座
っ
て
い
た
男
性
が
譲
っ
て
く
れ
た
よ
う
で
、

バ
ス
は
無
事
出
発
し
ま
し
た
。
そ
の
方
も
白
髪
の
方
だ
っ
た

の
で
、
自
分
は
座
っ
て
い
て
良
い
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た

の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
よ
く
見
る
と
、
前
方
の
、
乗
車
口
の

反
対
側
に
若
い
男
性
が
座
っ
て
い
ま
し
た
が
、
他
の
乗
客
は
、

白
髪
の
男
性
・
女
性
ば
か
り
で
し
た
。
皆
さ
ん
高
齢
者
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
最
近
は
、
外
見
か
ら
病
気
や
障
害
が
わ

か
り
に
く
い
人
が
、
周
囲
の
人
に
援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し

て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
赤
い
札
の
「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」
を

街
中
で
も
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、

若
い
人
だ
か
ら
席
に
座
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
も

な
り
ま
せ
ん
。

時
間
帯
に
も
よ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
席
を
必
要
と
す
る
人

ば
か
り
だ
と
、
今
度
は
、
高
齢
者
だ
か
ら
と
い
っ
た
理
由
だ

け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
杖
を
必
要
と
す
る
人
等
条
件
が
厳
し

く
な
り
、
簡
単
に
席
を
譲
っ
て
も
ら
え
な
い
社
会
に
な
っ
て

き
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
最
近
、
高
齢
化
社
会
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
よ
り
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
高
齢
で
も
元
気
な
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
で
、
今
ま
で
外
出
で
き
な
か
っ
た
人
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
社
会
は
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

世
の
中
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
対
応
し

た
仕
組
み
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

　令和7年1月21日開催の広報委員会で協議の結果、次の標語に
決定いたしました。たくさんのご応募ありがとうございました。

決定した標語につきましては、本会作成の機関誌「神奈川のこくほ・かいご」、
ポスター、ホームページ、各種封筒、印刷物等に掲載いたします。



項　目 測定値
体脂肪率 11.2％
筋肉量 42.9kg

健康測定機器等の貸出のご案内
　本会では国保保険者の皆さまを対象に（※）健康測定機器等の貸出事業を無償でおこなっ
ております。健康まつり、健康教育等の機会で是非ご活用ください。
※国保主管課及び健康づくり主管課のみ対象です。

●お申し込み●
国保連合会ホームページ『国保保険者のみなさまへ』から「健康測定機器等の貸出状況」
で空き状況を確認し、国保連合会保健事業係に電話で仮予約をおこなってください。
※貸出は6カ月前から仮予約できます。（『国保保険者のみなさまへ』にはID・パスワードが必要です）
ホームページアドレス

●お問い合わせ先●
保健事業課　保健事業係　045-329-3462（直通）
Eメールアドレス　hoken@kanagawa-kokuho.or.jp

https://www.kanagawa-kokuho.or.jp

今回ご紹介する機器は「体 組 成 計」です。

●体験者の感想●

　体組成計をやってみて、体の中の筋肉量や
バランスを詳しく知ることができました。また、
保健師さんからのアドバイスをもらうことが
でき、とても良い経験になりました。

　マルチ周波数測定により体脂肪率と筋肉量を合わせて総合的に体型を測定します。
BMI、アスリート指数、基礎代謝量、内臓脂肪や部位別に分析した総合評価、左
右バランスチェックが表示されます。栄養指導や筋力トレーニングに役立ちます。

本会職員
T・Dさんが測定!!

測 定

結 果



312001

●裏面●裏面 ●表面●表面

本体  36円+税

本体  36円+税

住民向け啓発冊子のご案内住民向け啓発冊子のご案内
令和7年度のご事業に令和7年度のご事業に
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